






























































































































































したときに執筆されたのが雑誌『中央公論』 特集「女流作家 拾篇」に選ばれた「絵の具箱」であり、八千代の短編を代表する作品として 大正元年
（一九一二）


































校で手芸の専門的な技量 身につけ いた。おそらく《縫いとり》のモデルが見せるポーズからは、八千代の日常生活のありふれた一こまを表現しながらも、制作動機としては、八千代が職業作家と て多忙 極める中、周りからは家庭を顧みないとの評判を得ていた妻の苦境 、世間に対 擁護す 意図が ようにも思われる。岡田の他の作品には見られ い画中の親和的な雰囲気は アトリエの一隅を満たす小物類の一つひとつ ゆき渡り、そこはまるで八千代 落着き場所で るかのようで、 穏和な家庭生活さえもが窺えようか 言いたく る作品 なっている。　
こうして妻をモデルに、三郎助としては稀有なテーマである室内画に取り組んだ
のも、当時、結婚七 八年目 なる頃 への世間 風当 りの厳しさが 挙に増幅していた感があったことが背景として考えられる。 《縫いとり》が制作 れ
挿図 （　岡田三郎助《縫いとり》（9（（ 年































































































































る美しさを持 人が尠いが、八千代女史はその尠い中の一人であられたと思ふ」とも述べており、明治・大正 香り 纏 時代を代表する女性作家の一人としての評価を与え いた。　
では当事者である三郎助自身は、こうした「権高」とも形容された八千代につい




































こでは、二人 出会い ついては、八千代自身の回想に従 てよいのではないかと考える。すなわち、昭和二十三年
（一九四八）
十二月の『文芸評論』掲載の八千代












































































































言いつけでお菓 を持ってアトリエに入ってきたのが主人の妻 。範子はその場の雰囲気から仲間外 にされ いるよう 感じる。
（以下、 未発表原稿と思われるため、


































































































































































































絹の前》 を描く人 ように、 「無心な芸 ひ り んだ心」 で 「仏様 も描くつもり」のようだったのだ。結婚して五 六年後の明治末年頃から大正時代にかけて、八千
挿図 （　岡田三郎助《支那絹の前》（9（0 年　高島屋史料
館所蔵




































































第 （（ 号（（9（（ 年 （（ 月）より
挿図 （　岡田三郎助《浴場にて》（9（（ 年
挿図 （　「画室にて」『画人岡田三郎助』（（9（（ 年 （（
月）より















で描かれていた。そ 上の段には西洋婦人 モデル した坐裸婦《少婦》
（挿図
（）








像が図版掲載されるなど、岡田の裸婦像にとって手本 なるべき 品だっ である。　《浴場にて》の八年前に描かれた《花の香》は、日本人の裸婦二人を向かい合うように立たせているが、習作では一人は西洋人の姿と見て取れ こ から、帰国直後の三郎助は当初、和洋の文化的折衷を意図したある一つの 念を裸婦像に託し象
徴的に表現しようとしていたと思われる。 《浴場にて》はその《花の香》から八年後に描かれ、前述のように一連の裸婦像がその後引き続いて描かれることになる。《花の香》後の裸婦作品として満を持して描かれた裸婦像が置かれたアトリエは、雑誌の挿入写真の説明に「揮毫中の光景」とある。 《浴場にて》を中央に、背後は三郎助 裸婦像の軌跡が示され、イーゼルの下段には、完成作に繫がる習作と他の裸婦習作が立てかけら て、まるでこの写真自体あるい アトリエ全体 、岡田の記念碑的とも言える裸婦像制作に至 経緯 解き明かしになっているようなのである。　
その写真の中で横向きに撮られた画家と傍らに佇む八千代の存在は何を意味して














図録』（（90（ 年 （ 月）より
挿図 （　岡田三郎助《少婦》（90（ 年　『第五回内国勧業
博覧会美術館出品図録』（（90（ 年 （ 月）より





















































いて「私達は三郎助氏が大好きで自然 夫人 好意をもちかねる ですが、それにし も八千代といふ女は不埒ですよ」とあまりにもストレートで刺々しい物言
いである。この記事に対して、八千代は文章を生業にしている作家として、最初に自殺未遂の記事が『東京朝日新聞』に掲載されてから二十日後の十一月一日の『読売新聞』に、 「和田三造氏に与ふ」と題して五回連載の反論を投稿した。八千代短編小説「絵の具箱」において、重要な役回りの登場人物 モデルとなっ 和田三造に対して、裏切られたという気持ちがあったからであろうか。八千代は切々としかし理路整然と訴える。　
この中で興味深いのは、三郎助との関わりに触れた箇所であるが、それは、これ











まさに八千代が文学的絶頂にあり、 「新らしき女」と見なされた時代であり、 のときに三郎助の《縫いとり》が描かれていた。三郎助が八千代 自殺未遂の報を受けて記者 語った言葉は、 「画伯の驚愕」 との見出しの割にはそっけない。 る は、先述の「溝の水」にあるように「無頓着」と言うべきか。
　
家内が自殺を計りましたつて……さうですか、私の方へはまだ何にも通知が
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